
目
　
　
　
次

企
　
業
　
局

○
山
梨
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
企
業
職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
企
業
職
員
の
修
学
部
分
休
業
等
に
関
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
企
業
職
員
の
自
己
啓
発
休
業
に
関
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

○
山
梨
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

○
山
梨
県
企
業
局
事
務
委
任
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

○
山
梨
県
企
業
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

○
山
梨
県
企
業
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
山
梨
県
営
電
気
事
業
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
山
梨
県
企
業
局
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

○
山
梨
県
企
業
局
訓
令
前
行
署
名
式
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

教
育
委
員
会

○
山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

○
山
梨
県
教
育
委
員
会
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

○
山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

企
　
業
　
局

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
一
号

山
梨
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
望
　
月
　
　
三
　
千
　
雄

山
梨
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
の
二
の
表
中
「79,700

円
」
を
「84,100

円
」
に
、「70,800

円
」
を
「75,200

円
」
に

、「66,500

円
」
を
「70,600

円
」
に
、「58,200

円
」
を
「62,300

円
」
に
、「49,900

円
」
を

「54,000

円
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
山
梨
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
企
業

局
管
理
規
程
第
二
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
こ
の
規
程
」
と
あ
る
の
は
「

山
梨
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成
二
十
年
山
梨
県
企
業
局

管
理
規
程
第
一
号
）
と
読
み
替
え
て
適
用
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
二
号

山
梨
県
企
業
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
望
　
月
　
　
三
　
千
　
雄

山
梨
県
企
業
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
職
員
の
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平

成
四
年
山
梨
県
条
例
第
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
号

山
梨
県
企
業
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
望
　
月
　
　
三
　
千
　
雄

山
梨
県
企
業
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例

（
平
成
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
二
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四
号

山
梨
県
企
業
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
年

三
月
三
十
一
日

号
外
第
二
十
一
号

月　曜　日



平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
望
　
月
　
　
三
　
千
　
雄

山
梨
県
企
業
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
し
て
は
、
山
梨
県
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る

条
例
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
六
十
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
五
号

山
梨
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
望
　
月
　
　
三
　
千
　
雄

山
梨
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
局
財
務
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
電
気
事
業
会
計
勘
定
科
目
表
中
「
証
券
取
引
法
」
を
「
金
融
商
品
取
引
法
」
に
、「
こ
え
て

「

当
年
度
純
利
益
　
　
　
　
　
「

当
年
度
純
利
益

」
を
「
超
え
て
」
に
、

を

（
当
年
度
純
損
失
）

」

（
当
年
度
純
損

に
改
め
、
同
表
の
温
泉
事
業
会
計
勘
定
科
目
表
及
び
地
域
振
興
事
業

失
）

」

会
計
勘
定
科
目
表
中
「
証
券
取
引
法
」
を
「
金
融
商
品
取
引
法
」
に
、「
こ
え
て
」
を
「
超
え
て
」
に

改
め
る
。附

　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
六
号

山
梨
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
望
　
月
　
　
三
　
千
　
雄

山
梨
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

別
表
第
一
総
務
課
の
項
中
第
十
四
号
を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
十
三
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
十

二
号
の
次
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

十
三
　
企
業
局
の
中
長
期
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
　
局
内
の
主
要
施
策
の
総
合
企
画
及
び
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

十
五
　
主
要
事
業
の
進
行
管
理
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

十
六
　
新
規
事
業
（
電
気
課
で
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。）
に
係
る
企
画
及
び
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

十
七
　
温
泉
事
業
及
び
地
域
振
興
事
業
（
以
下
「
事
業
」
と
い
う
。）
に
係
る
企
画
及
び
調
査
に
関

す
る
こ
と
。

十
八
　
事
業
に
係
る
許
可
、
認
可
及
び
免
許
の
申
請
に
関
す
る
こ
と
。

十
九
　
事
業
に
係
る
建
設
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
　
事
業
に
係
る
補
償
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
一
　
温
泉
事
業
の
業
務
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
二
　
温
泉
事
業
の
料
金
の
算
定
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
三
　
丘
の
公
園
の
指
定
管
理
者
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
四
　
そ
の
他
、
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
経
営
企
画
課
の
項
を
削
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
経
営
企
画
課
に
勤
務
す
る
者
の
う
ち
、
別
に
発
令
さ
れ
な
い
者
は
、

総
務
課
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
七
号

山
梨
県
企
業
局
事
務
委
任
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
望
　
月
　
　
三
　
千
　
雄

山
梨
県
企
業
局
事
務
委
任
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
局
事
務
委
任
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
十
号
中
「
二
千
万
円
」
を
「
三
千
万
円
」
に
、「
一
千
万
円
」
を
「
、
一
千
万
円
」
に
改

め
、
同
条
第
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
四
　
行
政
財
産
の
使
用
許
可
及
び
財
産
の
借
受
け
（
軽
易
で
一
年
に
満
た
な
い
使
用
許
可
及
び
借

受
け
に
限
る
。）
に
関
す
る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
八
号

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

二



山
梨
県
企
業
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
望
　
月
　
　
三
　
千
　
雄

山
梨
県
企
業
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
局
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
所
長
の
共
通
専
決
事
項
）

第
五
条
の
三

組
織
規
程
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
長
（
以
下
「
所
長
」
と
い
う
。）
共
通
の
専

決
事
項
は
、
別
表
第
三
の
三
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
事
業
所
の
所
長
（
組
織
規
程
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
長
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）」
を
「
所
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
十
三
号
中
「
二
千
万
円
以
上
三
千
万
円
未
満
」
を
「
、
三
千
万
円
以
上
五
千
万
円
未
満

」
に
改
め
、
同
表
第
十
七
号
中
「
借
受
け
」
の
下
に
「（
別
表
第
三
第
七
号
及
び
別
表
第
三
の
三
に
掲

げ
る
使
用
許
可
及
び
借
受
け
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

別
表
第
三
第
七
号
中
「
条
件
変
更
を
除
く
」
を
削
り
、「
財
産
の
借
受
け
」
を
「
財
産
の
継
続
借
受

け
（
別
表
第
三
の
三
に
掲
げ
る
使
用
許
可
及
び
借
受
け
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
の
二
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
三
の
三
（
第
五
条
の
三
関
係
）

所
長
の
共
通
の
専
決
事
項

行
政
財
産
の
継
続
使
用
許
可
及
び
財
産
の
継
続
借
受
け
（
事
業
所
に
お
け
る
条
件
変
更
を
伴
わ
な

い
使
用
許
可
及
び
借
受
け
に
限
る
。）
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
総
務
課
長
の
個
別
的
専
決
事
項
の
項
第
六
号
中
「
二
千
万
円
」
を
「
、
三
千
万
円
」
に
改

め
、「
支
出
負
担
行
為
」
の
下
に
「（
電
気
課
長
の
個
別
的
専
決
事
項
の
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
中
「
登
記
事
務
」
を
「
補
償
及
び
登
記
事
務
（
電
気
課
長
の
個
別

的
専
決
事
項
の
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
職
員
住
宅
及
び

公
舎
」
を
「
大
和
職
員
宿
舎
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

十
一
　
丘
の
公
園
の
施
設
利
用
料
の
徴
収
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
経
営
企
画
課
長
の
個
別
的
専
決
事
項
の
項
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
九
号

山
梨
県
企
業
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
望
　
月
　
　
三
　
千
　
雄

山
梨
県
企
業
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
局
処
務
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
経
営
企
画
課
の
項
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
号

山
梨
県
営
電
気
事
業
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
望
　
月
　
　
三
　
千
　
雄

山
梨
県
営
電
気
事
業
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
営
電
気
事
業
保
安
規
程
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

「

発
電
総
合
制
御
所
所
管
電
気
工

作
物

第
五
条
第
二
項
の
表
電
気
主
任
技
術
者
の
項
中
　
　
早
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
所

管
電
気
工
作
物

笛
吹
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
　
電
気
課
長

所
管
電
気
工
作
物

塩
川
発
電
所
電
気
工
作
物

丘
の
公
園
太
陽
電
池
発
電
所
電

気
工
作
物

新
琴
川
第
三
発
電
所
電
気
工
作
　
笛
吹
川
水
系

物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
所
管
理

「

発
電
総
合
制
御
所
所
管
電
気
工

作
物

を
　
　
早
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

三



管
電
気
工
作
物

笛
吹
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
　
電
気
課
長

所
管
電
気
工
作
物

塩
川
発
電
所
電
気
工
作
物

丘
の
公
園
太
陽
電
池
発
電
所
電

気
工
作
物

」

発
電
管
理

職
員

」

ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
の
項
中
「
新
琴
川
第
三
発
電
所
ダ
ム
水
路
工
作
物
」
を
削
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

四



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

五



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

六

「

１
　
広
瀬
発
電
所
、
天
科
発

ノ
木
発
電
所
、
鼓
皮
発
電

第
一
発
電
所
、
小
屋
敷
第

所
及
び
琴
川
第
二
発
電
所

別
表
第
二
笛
吹
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
の
項
分
掌
業
務
の
欄
中

イ
　
設
備
の
保
守
管
理
に

ロ
　
調
整
池
及
び
ダ
ム
水

す
る
こ
と
。

ハ
　
保
安
教
育
に
関
す
る

２
　
新
琴
川
第
三
発
電
所
の

１
　
広
瀬
発
電
所
、
天
科
発

ノ
木
発
電
所
、
鼓
川
発
電

第
１
発
電
所
、
小
屋
敷
第

所
及
び
琴
川
第
二
発
電
所

イ
　
設
備
及
び
水
路
工
作

と
。

ロ
　
工
事
の
設
計
及
び
施

２
　
新
琴
川
第
三
発
電
所
の

「

電
所
、
下
釜
口
発
電
所
、
柚
　
　
　
　
　
　
広
瀬
発
電
所
、
天
科
発
電
所
、
下
釜
口
発
電
所
、
柚
ノ

所
、
藤
木
発
電
所
、
小
屋
敷
　
　
　
　
　
木
発
電
所
、
鼓
川
発
電
所
、
藤
木
発
電
所
、
小
屋
敷
第
一

二
発
電
所
、
琴
川
第
一
発
電
　
　
を
　
　
発
電
所
、
小
屋
敷
第
二
発
電
所
、
琴
川
第
一
発
電
所
、
琴

の
次
に
掲
げ
る
事
項
　
　
　
　
　
　
　
　
川
第
二
発
電
所
及
び
琴
川
第
三
発
電
所
の
次
に
掲
げ
る
事

関
す
る
こ
と
。

項

路
工
作
物
の
保
守
管
理
に
関
　
　
　
　
　
１
　
設
備
の
保
守
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

２
　
調
整
池
及
び
ダ
ム
水
路
工
作
物
の
保
守
管
理
に
関
す

こ
と
。

る
こ
と
。

建
設
に
関
す
る
こ
と
。

３
　
保
安
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

電
所
、
下
釜
口
発
電
所
、
柚
　
　
　
　
　
　
広
瀬
発
電
所
、
天
科
発
電
所
、
下
釜
口
発
電
所
、
柚
ノ

所
、
藤
木
発
電
所
、
小
屋
敷
　
　
　
　
　
木
発
電
所
、
鼓
川
発
電
所
、
藤
木
発
電
所
、
小
屋
敷
第
一

二
発
電
所
、
琴
川
第
一
発
電
　
　
　
　
　
発
電
所
、
小
屋
敷
第
二
発
電
所
、
琴
川
第
一
発
電
所
、
琴

の
次
に
掲
げ
る
事
項
　
　
　
　
　
　
　
　
川
第
二
発
電
所
及
び
琴
川
第
三
発
電
所
の
次
に
掲
げ
る
事

物
工
事
の
計
画
に
関
す
る
こ
　
　
　
　
　
項１

　
設
備
及
び
水
路
工
作
物
工
事
の
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

工
に
関
す
る
こ
と
。

２
　
工
事
の
設
計
及
び
施
工
に
関
す
る
こ
と
。

建
設
に
関
す
る
こ
と
。

」

」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
一
号

山
梨
県
企
業
局
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
望
　
月
　
　
三
　
千
　
雄

山
梨
県
企
業
局
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
局
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安
規
程
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

石
和
温
泉
管
理
事
務
所

管
理
者
　
　
局
長
　
　
次
長
　
　
　
総
　
務
　
課

主
任
技
術
者

別
表
第
二
中
「
経
営
企
画
課
」
を
「
総
務
課
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
訓
令
甲
第
一
号

局
　
　
　
本
　
　
　
庁

事
　
　
　
業
　
　
　
所

山
梨
県
企
業
局
訓
令
前
行
署
名
式
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
望
　
月
　
　
三
　
千
　
雄

山
梨
県
企
業
局
訓
令
前
行
署
名
式
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
企
業
局
訓
令
前
行
署
名
式
（
昭
和
五
十
五
年
山
梨
県
企
業
局
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
、
経
営
企
画
課
」
を
削
る
。

　
１
　
広
瀬
発
電
所
、
天
科
発
 

　
　
ノ
木
発
電
所
、
鼓
川
発
電
 

　
　
第
一
発
電
所
、
小
屋
敷
第
 

　
　
所
及
び
琴
川
第
二
発
電
所
 

　
 
　
　
 

 　
イ
　
設
備
の
保
守
管
理
に
 

　
ロ
　
調
整
池
及
び
ダ
ム
水
 

　
　
す
る
こ
と
。
 

　
ハ
　
保
安
教
育
に
関
す
る
 

２
　
新
琴
川
第
三
発
電
所
の
 

  １
　
広
瀬
発
電
所
、
天
科
発
 

　
ノ
木
発
電
所
、
鼓
川
発
電
 

　
第
一
発
電
所
、
小
屋
敷
第
 

　
所
及
び
琴
川
第
二
発
電
所
 

　
イ
　
設
備
及
び
水
路
工
作
 

　
　
と
。
 

　
ロ
　
工
事
の
設
計
及
び
施
 

２
　
新
琴
川
第
三
発
電
所
の
 

 　
　
広
瀬
発
電
所
、
天
科
発
電
所
、
下
釜
口
発
電
所
、
柚
ノ
 

　
木
発
電
所
、
鼓
川
発
電
所
、
藤
木
発
電
所
、
小
屋
敷
第
一
 

　
発
電
所
、
小
屋
敷
第
二
発
電
所
、
琴
川
第
一
発
電
所
、
琴
 

　
川
第
二
発
電
所
及
び
琴
川
第
三
発
電
所
の
次
に
掲
げ
る
事
 

　
項
 

　
１
　
設
備
の
保
守
管
理
に
関
す
る
こ
と
。
 

　
２
　
調
整
池
及
び
ダ
ム
水
路
工
作
物
の
保
守
管
理
に
関
す
 

　
　
る
こ
と
。
 

　
３
　
保
安
教
育
に
関
す
る
こ
と
。
 

　
　
広
瀬
発
電
所
、
天
科
発
電
所
、
下
釜
口
発
電
所
、
柚
ノ
 

　
木
発
電
所
、
鼓
川
発
電
所
、
藤
木
発
電
所
、
小
屋
敷
第
一
 

　
発
電
所
、
小
屋
敷
第
二
発
電
所
、
琴
川
第
一
発
電
所
、
琴
 

　
川
第
二
発
電
所
及
び
琴
川
第
三
発
電
所
の
次
に
掲
げ
る
事
 

　
項
 

　
１
　
設
備
及
び
水
路
工
作
物
工
事
の
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

電
所
、
下
釜
口
発
電
所
、
柚
　

所
、
藤
木
発
電
所
、
小
屋
敷
　

二
発
電
所
、
琴
川
第
一
発
電
　

の
次
に
掲
げ
る
事
項
　
　
　
　

関
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　

路
工
作
物
の
保
守
管
理
に
関
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
に
関
す
る
こ
と
。
　
　
　

  電
所
、
下
釜
口
発
電
所
、
柚
　

所
、
藤
木
発
電
所
、
小
屋
敷
　

二
発
電
所
、
琴
川
第
一
発
電
　

の
次
に
掲
げ
る
事
項
　
　
　
　

物
工
事
の
計
画
に
関
す
る
こ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
に
関
す
る
こ
と
。
　
　
　
　

建
設
に
関
す
る
こ
と
。
 

 

　
２
　
工
事
の
設
計
及
び
施
工
に
関
す
る
こ
と
。
 



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

七

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
五
号

山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
輿
　
　
石
　
　
順
　
　
一

山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

「

「

第
四
条
の
二
の
表
中
　
　
学
術
文
化
財
課
　
県
史
編
さ
ん
室
　
　
を
　
　
社
会
教
育
課
　
新
図
書
館

」

建
設
室
　
　
に
改
め
る
。

」

第
十
二
条
第
八
号
中
「
、
山
梨
県
立
文
学
館
及
び
山
梨
県
立
保
存
民
家
」
を
「
及
び
山
梨
県
立
文

学
館
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
新
図
書
館
建
設
室
）

第
十
三
条
の
二

新
図
書
館
建
設
室
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
所
掌
す
る
。

一
　
新
山
梨
県
立
図
書
館
の
建
設
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
新
山
梨
県
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
読
書
推
進
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
六
号

山
梨
県
教
育
委
員
会
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
輿
　
　
石
　
　
順
　
　
一

山
梨
県
教
育
委
員
会
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
教
育
委
員
会
委
任
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
十
八
号
を
第
十
九
号
と
し
、
第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八
　
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号

庁

中

一

般

教

育

事

務

所

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

県

立

図

書

館

県

立

美

術

館

県

立

博

物

館

県
立
考
古
博
物
館

県

立

文

学

館

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

県

立

学

校

山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
輿
　
　
石
　
　
順
　
　
一

山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
県
史
編
さ
ん
室
　
教
県
編
」
を
「
新
図
書
館
建
設
室
　
教
図
建
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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